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拡張マークダウンを利用した状況即応的なプレゼン
テーションシステムの実装

木下 光　大囿 忠親　新谷 虎松

研究の進捗報告のような日常的にプレゼンテーション資料を作成する場面では，特にデザインよりも内容が重要とな
る. シンプルなプレゼンテーション資料を効率よく作成するソフトウェアが求められる. また，聴講者からのフィー
ドバックに対応可能なプレゼンテーションは聴講者の理解促進に効果的である. 本稿では，マークダウン記法を拡張
した拡張マークダウンを利用することにより，即応的なプレゼンテーション資料作成を行い，それらを用いて発表状
況に応じたプレゼンテーション，すなわち状況適応なプレゼンテーションを行う，状況即応的なプレゼンテーション
システムの実装について述べる.

The content is more important than the design especially in the case of preparing frequent presentations such

as research progress reports. To support frequent presentations, a markdown-based presentation software

is effective to create presentation materials instantly. In addition, responding to feedback in presentations

is valuable in promoting audience understanding. This paper shows our extended markdown that enables

markdown notation for adaptive presentations. Users can prepare presentation materials promptly and

presented as “situation-adaptive presentation.”This paper describes the implementation of a situation-

responsive presentation system.

1 はじめに
簡便にプレゼンテーション資料（以降，資料と略

す）を作成可能なツールが好まれる場合がある．Pow-
erPoint等のプレゼンテーションソフトの使用は手間
がかかるため，マークダウン記法のような簡便な文法
で，資料を作成するためのツールが受け入れられつつ
ある．マークダウン記法とは，HTMLのようなマー
クアップ言語の記法を簡便化した記法であり後述す
る．マークダウン記法を用いた資料作成では，リスト
の入れ子構造のような単純な構造を，あらかじめ定め
られたテンプレートに適用することで資料を作成す
る．これにより，資料作成者は，資料内容の作成に集
中できる．さらに，資料を迅速に作成することが容易
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になる．
マークダウン記法を用いた素早い資料作成におけ

る懸念事項として，発表中に資料の不足点に気づき，
発表中に資料を補いたい場合を考える．例えば，聴講
者からの質問などに答える場合が考えられる．このと
き，作成済みの資料等の再利用が有効であると考えら
れる．本研究では，マークダウン記法による，既存資
料の再利用を実現することを目指す．状況に応じて既
存資料を再利用することで，素早い資料作成が期待で
きる．さらに，プレゼンテーション中における聴講者
からのフィードバックに注目した．聴講者の様子を確
認し，発表の状況に適応した状況適応なプレゼンテー
ションは，聴講者の理解の促進に効果的である．発表
中に資料入れ替えや関連資料の追加が可能であれば，
資料の不足部分を補いつつ，聴講者の様子に応じた発
表が可能となる [2]．
上記のプレゼンテーションを実現するためには次

の 3点を実現する．1）レイアウトなどの見た目に関
して，ひな形を用いて，素早く資料を作成することが



可能である．2）既存のスライド資料が再利用できる．
3）プレゼンテーション中における聴講者の様子に応
じた操作が可能である．本研究では，以上 3 点が可
能な，状況即応的なプレゼンテーションシステムを開
発した．これは，即応的な資料作成および状況適応な
プレゼンテーションを容易にするプレゼンテーション
システムを意味する．
本システムでは，上記に対応した 3つの機能 1)即

応的な資料作成機能，2)適応的な資料変換機能，お
よび 3)状況適応なスライド管理機能を実装すること
で，状況即応的なプレゼンテーションを実現する．1)

即応的な資料作成機能では，素早い資料作成のため
のマークダウン記法を用いた．2) 適応的な資料変換
機能では，PPTX形式や PDF形式など，様々なスラ
イド形式に対応した．3) 状況適応なスライド管理機
能では，発表中のスライドの状態を把握し，状況に応
じてスライドを操作する．本研究では，独自定義の記
法を追加した拡張マークダウンを用いる．本稿では，
実装した上記 3 つの機能をもつ，拡張マークダウン
を用いた状況即応的なプレゼンテーションシステムに
ついて述べる．
Edge らは HyperSlides と呼ばれるプレゼンテー

ション支援システムを開発した [1]．HyperSlides で
は，独自のマークアップ言語を用いてシンプルな資料
を効率よく作成する．マークアップ言語を記述した
ファイルから PowerPointで用いられる PPTXファ
イルを生成する．同時にマークアップ言語によりスラ
イド間をリンクさせ，複数方向へのページ遷移を行う
ことを可能とする．これにより，資料作成の簡単化，
効率的なリハーサルのサポート，聴講者の理解を促進
させるプレゼンテーションを支援することに特徴があ
る．本システムにおいても資料作成の簡単化，聴講者
の理解促進といった点を目指している．

2 実装
2. 1 拡張マークダウン
はじめにマークダウン記法について述べる．マーク

ダウン記法の一部を図 1に示す †1．プレインテキス

†1 コードに関する記法は GitHub Flavored Markdown

に準拠している．

マークダウン記法 レンダリング結果

図 1 マークダウン記法の一部

トから HTMLを生成する．図 1の左側にマークダウ
ン記法で記述されたプレインテキスト，右側には左側
のテキストにより生成された HTMLが表示されてい
る．図中の記法の他にも様々な記法が存在する．
新たに追加した記法について記す．追加した記法は

設定とコメントの記述に用いる．設定では，資料のサ
イズと，資料遷移先候補をどのリソースから検索する
かを決定する．コメントは資料作成時にメモとして記
述を行う．資料の設定に用いる場合は
(== プロパティ名 : 値 ==)

という記法を用いる．プロパティ名としては size と
resource がある．size に対する値としてはよく用い
られる資料サイズの比として 4:3と 16:9がある．re-

sourceに対しては，localと webがある．localの場
合資料遷移先候補を発表中の資料から検索する．web

の場合は資料遷移先候補をWikipediaのページから
検索する．コメントを使用する場合は
{##コメント##}

という記法を用いる．コメントに対してアノテーショ
ンを記述する記法が存在する．コメントを強調する場
合は
**コメント**

という記法を用いる．コメントに下線を引く場合は



図 2 XML ファイルの一部

__コメント__

という記法を用いる．資料作成時にこれらの記述を
行う．

2. 2 資料再利用の方法
ここでは特にPPTXファイルの再利用について述べ

る．PPTXファイルは OOXML(Office Open XML)

という形式で表される．複数の XMLファイルと画像
ファイル等を１つに纏めて圧縮したものであり，内部
の XMLファイルにはテキストコンテンツ，スタイル
情報，設定情報等が記述されている．それぞれのス
ライド情報は XML ファイルに記述されている．実
際の XML ファイルの一部を図 2 に示す．図中では
p:sldタグ直下に３つのタグが存在する．p:csldタグ，
p:clrMapOvr タグ，p:timing タグである．それぞれ
スライド構造，配色，アニメーションに関する情報

図 3 資料作成ウィンドウ

が記述される．p:sldタグ直下には他にもタグが存在
する．本システムではテキスト情報のみを扱うため
p:csldタグを解析対象とする．p:csldタグに含まれる
タグの１つに p:spTreeタグがある．ここには複数の
p:spタグが含まれる．p:spタグはスライド中の１つ
のオブジェクトを表す．例えば、図 2 ではスライド
のタイトルは p:spTreeタグ内の最初の p:spタグで表
される．コンテンツは 2番目以降の p:spタグで表さ
れる．p:spタグ内には p:txBodyタグ，p:spPrタグ，
p:styleタグが含まれる．それぞれオブジェクトのテ
キスト情報，プロパティ，スタイル情報が記述される．
本システムでは PPTX ファイル読み込み時に

p:txBodyタグからテキストを取得する．PPTXファ
イルの読み込み時，初めにテキストコンテンツの記述
された XMLファイルを取り出し JavaScriptのオブ
ジェクトへと変換する．変換には node.jsの js-pptx

ライブラリを用いる．次にオブジェクトのルートから
p:txBodyタグまで辿っていき，スライド中のテキス
トを取得する．この操作をスライドの枚数分繰り返
し，全てのスライドのテキスト情報を取得した後エ
ディタに読み込む．
資料作成画面を図 3に示す．図 3は図 2で表され

る XMLファイルを持つ PPTXファイルを読み込ん
だ結果である．1はエディタであり，資料となるテキ



図 4 システム構成図

ストを入力する．2はプレビューワーであり，エディ
タで入力したテキストを資料へ変換しリアルタイム
に表示する．スライドは 1 枚ずつの表示とスライド
全体を並べた表示を切り替えることが可能である．画
面上部の PDFボタンにより作成した資料を PDF形
式で出力する．presen ボタンにより，作成した資料
を用いてプレゼンテーションを行うプレゼンテーショ
ンウィンドウを表示する．外部ディスプレイが存在す
れば外部ディスプレイに表示される．

3 実装
3. 1 システム構成
実装には Electronを利用した．Electronは，Web

アプリケーション開発で用いられる言語を利用して，
クロスプラットフォームなデスクトップアプリケー
ション開発を行うフレームワークである．
図 4に開発したシステムの構成図を示す．システム

構成について述べる．本システムは，アプリケーショ
ンを管理するメインプロセスと，ウィンドウ内で動作
するレンダラープロセスに分かれる．メインプロセ
スは，ウィンドウの作成，削除，レンダラープロセス
との通信を行うウィンドウ管理機構から構成される．
レンダラープロセス同士の通信ではメインプロセス
を介した通信を行う．レンダラープロセスは，3つの
ウィンドウ上で動作する．資料作成ウィンドウ，発表
者ツールウィンドウ，プレゼンテーションウィンドウ
である．

資料作成ウィンドウ上ではテキストを入力するエ
ディタ，テキストを資料へ変換して表示するプレビュー
ワーが動作する．エディタとプレビューワーは通信に
より同期して動作する．同期タイミングはエディタ
で入力操作や読み込みが起こったタイミングである．
プレビューワーはエディタから入力されたテキスト
を受取り，パーサに通すことで HTMLへの変換を行
い表示する．プレビューワーはWebViewタグで表現
され，別のプロセスとして扱われる．メリットとし
ては，Webviewのメソッドによりプレビューワーで
表示する資料のみを PDF出力可能な点がある．ただ
し，エディタとプレビューワーとの通信ではレンダ
ラープロセスとメインプロセスの IPC通信とは違っ
た通信が必要である．プレビューワーのデータを別の
レンダラープロセスへ送る際，一旦プレビューワーか
ら同一ウィンドウで動作するレンダラープロセスへと
データを送る．そこからメインプロセスを介して他の
レンダラープロセスへと送る必要がある．すなわち，
通信処理が多くなるという点がある．
発表者ウィンドウ上では，プレゼンテーションウィ

ンドウで表示中の資料を操作する発表者ツール，資料
の状態を表示するプレビューワーが動作する．発表者
ウィンドウ上では実際に資料には表示されず発表者の
みが確認可能なコメントが表示される．コメントは資
料作成時に決められた記法を用いて記述する．プレ
ゼンテーション時間を測るタイマーが表示される．ま
た，次のスライド遷移先候補が表示される．遷移先候
補は拡張マークダウンの記述により発表中の資料中，
またはWeb上から選択される．前者の場合は，表示
しているスライドのキーワードから決定される．キー
ワードはスライドにおけるテキストから単語を抽出
したものである．共通したキーワードを持つスライド
を資料中から検索し，遷移先候補とし表示する．後者
の場合は，Wikipedia からのキーワード検索結果を
スライド化して遷移先候補とし，表示する．表示され
た遷移先候補をクリックすることでページ遷移が行わ
れる．
プレゼンテーションウィンドウは外部ディスプレイ

に作成され，ウィンドウ上では作成した資料を表示す
る資料表示機構が動作する．Electron ではディスプ



レイ情報を扱う screen APIを利用可能である．これ
を用いて外部ディスプレイの情報を扱う．このウィン
ドウはフレームを非表示に設定することで視認性を向
上させている．資料表示機構は発表者ツール上での操
作と同期して動作する．操作は方向キーとクリックに
よる操作であり，操作時にページ遷移信号が資料表示
機構へ送られる．資料表示機構は発表者ツールから受
信したページ遷移信号に応じたページ遷移を行う．そ
れぞれのレンダラープロセス間は直接通信することが
出来ないため，メインプロセスを介した通信を行う．

3. 2 即応的な資料作成および資料操作
即応的な資料作成を支援する機能としては，大きく

2点挙げられる．一つは資料編集時に三種類のファイ
ル（PPTXファイル，画像ファイル，mdファイル）
のドラッグ＆ドロップによる読み込みに対応している
点である．PPTX ファイルは PowerPoint ファイル
であり，mdファイルはマークダウン記法で記述され
たファイルである．二つ目に，マークダウン記法を用
いることにより一定のレイアウトで資料編集を行う．
以上の二点が即応的な資料作成を支援する．
図 5に発表者ウィンドウの動作例を示す．本システ

ムにおいて，発表者は作成した資料を用いてプレゼン
テーションを行うことが可能である．ここで発表者は
発表者ウィンドウ内で，外部ディスプレイに出力され
る資料を操作可能である．キーボードでの操作，また
マウスによる操作に対応している．発表者ウィンドウ
内で資料は作成した順番で並べて表示される．また，
資料の順番は内部でリストとして管理されている．ド
ラッグ＆ドロップで資料の順番を変更することで資料
を表示する DOM要素と同時にリストが更新される．
そのため，発表者は発表中に資料の順番を変えること
が可能である．発表者は聴講者の様子や反応を確認
し，資料順番を変更することで状況に応じたプレゼン
テーションを行うことが可能である．
発表者は，発表者ウィンドウにおいて次のスライド

遷移先候補を確認可能である．スライドの遷移先は拡
張マークダウンの記述に従って発表中の資料上または
Web上から決定される．発表者は遷移先候補のスラ
イドへクリックで遷移可能であり，資料遷移の支援を

図 5 発表者ウィンドウ

受ける．

3. 3 今後の課題
今後の課題としては，まずプレゼンテーションの定

量的な評価を行う必要がある．現状ではシステムの定
量的評価が出来ていないため，何らかの指標を用い
て評価を行う．資料レイアウトの追加を行う必要があ
る．現状では 1つのレイアウトのみに対応している．
フォントの大きさ，色，配置といったスタイル情報を
あらかじめ決めたレイアウトを複数用意し，様々な目
的に対応することでより即応的な資料作成が可能に
なると考えられる．

4 おわりに
本稿では以下の 3点の特徴を持つプレゼンテーショ

ンシステムを実装した。1点目に、レイアウトより内
容が重要となる場面で素早く資料を作成可能である。
２点目に、聴講者からのフィードバックに対し適応的
なプレゼンテーションが可能である。3点目に，既存
の PPTX形式や PDF形式の資料を再利用すること
が可能である．
特筆すべき点としては，マークダウン記法を拡張

した拡張マークダウンを導入した点，および PPTX

ファイルを含む複数種類のファイルがドラッグ＆ド



ロップにより読み込み可能とすることで，即応的な資
料作成を実現した点である．また、発表者に資料遷移
先候補を通知することで資料遷移を支援し、かつ、容
易に資料順番を変更可能としたことで状況適応なプ
レゼンテーションを実現した点である．
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